付録1a
文書内容
　　　海外非政府援助の資金源を使用する技術支援プロジェクト
（プロジェクト名）
プロジェクトについて基本的情報
1. プロジェクト名：
2. 専門コー1:　………………..　　プロジェクトコード2：.................

3. ドナー名：
4. 援助承認機関：
a) 住所：................................　b)電話番号／Fax：..............................
5. 管轄機関：
a) 住所：................................　b)電話番号／Fax：..............................
6. プロジェクトオーナ
:

a) 住所：................................　b)電話番号／Fax：..............................
7. プロジェクト実施予定時間2:

8. プロジェクト実施場所：（もしできれば県にはっきり書く）
9.  プロジェクトの総資本：..............USD
その中：

a）無償援助資本金：................VND同等................USD

（プロジェクト文書の構築時に公開されるベトナム国家銀行による為替レートによると）
b) カウンターパート資金金
－現金:　　　　　　VND相当　　　　　　　　　USD
－現物:相当児に　　　　VND、相当に　　　　　USD
10.主にプロジェクトの成果及び目標

プロジェクトの目的と成果の概要

プロジェクトオーナー署名し、判子　　　　年　　月　　日

ドナー代表署名、判子（必要な場合）　　　　年　　月　　日

海外非政府援助資本使用技術支援プロジェクト内容
I.プロジェクト形成根拠
1.プロジェクトの法的根拠
a）海外 NGO 援助承認機関のプロジェクトを承認する決定書
b）プロジェクトの所有者について管轄官庁の決定書
c）関係がある法的なテキスト
2．プロジェクトな背景
－海外 NGO 援助受益機関（the FNG aid beneficiary）（機関、部門、分野、地方）の 長期開発計画あるいは計画中のプログラム、プロジェクトの経緯と必要性および位置役割の詳細な説明。
－管轄機関の管理直轄する分野で実施しているプログラム、同様のプロジェクト及び、重複しないように同分野で受け入れたプログラム、プロジェクトを上げるとともに、最大効率を促進するために一緒にプロジェクト間で連携したり結果の共有を保証する。
3. プログラ ム、プロジェクトの支援により解決されるべき諸問題
4. 海外 NGO 援助受益対象を明記する。
II.ドナーを提案するのは基礎
1.ドナーの優先志向及び政策とプロジェクト目標の妥当性を説明する。
2. 援助されている分野によると政策助言や管理経験や技術についてドナーの利点及び選択理由分析。
3. ベトナム側のこの条件を満たす能力及びドナーの規定された結合条件を説明する。（もしあれば）
III. プロジェクトの目標
1. 長期目標
プロジェクトは社会、部門、地方と関連するターゲットグループの発展に寄与することが効果的、長期的な利益を説明する。
2. 短期目標
プロジェクトの目標を記述することにより達成する長期的な目標をサポートする、受益者の直接的なニーズを満たすために、最後に達成されます。
IV. プロジェクトの主な成果
プログラム、プロジェクトの主な成果及びその測定指標をはっきり確認する。
V. 構成及びプロジェクトの主な活動
下記の通りに内容によるとプロジェクトの相応な活動及び小プロジェクト（もしあれば）、あるいはプロジェクトの構成について実施計画を詳細な記述すること。
· 目的
· 期待される結果
· 実施
· 時間の開始と終了
· 原動力推定
I. プロジェクト資本金
1.プロジェクト総資本金:................................................ USD

その中:
a) 無償援助資本金：................VND同等................USD

（プロジェクト文書の構築時に公開されるベトナム国家銀行による為替レートによると
b) カウンターパート資本金
－現金:………………………… VND相当………………………USD

－現物:相当児に………………..VND、相当に…………………USD

資本金は以下の形式のいくつまたは一つによると調達されることがあります。
-  発給国家予算資本金は.........　VND（...％）カウンターパート総資本金
（その中中央予算資本金...............％、現地予算資本金.....................％）
-  管轄機関の資本............ VND（...％）カウンターパート総資本金
- プロジェクトオーナーの自己収支資本金......... VND（...％）カウンターパート総資本金
- 海外 NGO 援助受益機関寄付資本金（もしあれば）........ VND（...％）カウンターパート総資本金
2. 本金構造：コンサルティング・サービス（国内/国際的な専門家の割合を推定）、研修（国内外）設備および消耗品（国内、輸入）プロジェクト活動展開基金を行うための経費（もしあれば）、管理費、プロジェクト評価と監視費用、プロジェクト監査およびその他の費用
VII. プロジェクトの財務管理に関する規定
1．支払いし方（財務省、特別口座または仮払いアカウント...を通す）
2．経理および決算
3．資本管理責任（口座開設、口座勘定主...）
4．プロジェクト監査
VIII. プロジェクトを行う管理
1.組織構造

a）プロジェクトマネジメントの組織モデルはをドナーとの合意に基づき

b) プロジェクト管理委員会活動は22政府の2009年10月22日付け政令93/2009/ND-CP号とともに公布海外NGO援助管理と使用に関する規則実施を指導するについて通達.../2010/ TT-BKH号における規則によると守る。

2. 結合メカニズム

a)（サブプロジェクト管理委員会）プロジェクト管理委員会と管轄機関とプロジェクトオーナーを一緒に結合することがある。

b) プロジェクト実施の過程におけるその他の機関及びドナーとプロジェクト実施機関を一緒に結合することがある。

3. プロジェクトオーナーの実施管理、組織能力はプロジェクトを行うするのが負わせられる事。

IX. プロジェクト評価及び観察

1. すべてのプロジェクトに関する実施状況を監視するための詳細なプロジェクト計画を作成する。

a) プロジェクト実施

b) プロジェクトマネジメント

観察情報処理や回答

2.プロジェクトの実施状況を評価するための詳細な計画を作成する。

a）初期評価

b）中間評価

c）終了評価

3. プロジェクトの検査、報告制度

4. 報告体制
プロジェクト管理委員会活動は政府の2009年10月22日付け政令93/2009/ND-CP号とともに公布海外NGO援助管理と使用に関する規則実施を指導するについて通達.../2010/ TT-BKH号における規則によると守る。

X. プロジェクト影響

1. 受益者に対するプロジェクトの影響分析（直接および間接）

（定性的および定量的）プロジェクトを完成したうえで受益者へのメリットを説明する。

2. 終了以降プロジェクトの社会や環境と経済を影響するのは分析すること。

a) プロジェクトの社会－経済影響説明：貧困削減、仕事機会、人民に収入し、インフラアップグレード

b) プロジェクトの環境影響を説明すること。

3. インパクトワールド

XI. リスク

リスクを克服するための対策を概説すること及び発生する可能性があるリスクを評価する。

XII. 終了後のプロジェクトの持続性評価
各アスペクトからプロジェクトの持続可能性を評価する：

1. 結果について持続：プロジェクトの結果がプロジェクトが終了した上で維持されて、開発されていること。

2. 組織について持続：組織構造、プロジェクトの人材は、プロジェクトを終了した後継続することができるように確報されていること。

3.金融持続可能性：援助を修了したうえ、プロジェクトの活動は、他の必要な活動を継続するためのお金を儲けることができる。

4.環境持続可能性：プロジェクトが終了した後、プロジェクトエリアの周りの自然環境が維持される。


プロジェクト文書は、下記の通りにいずれかの付録書に添付することができること。

1.プロジェクト実施に提供された設備のリスト

2.プロジェクトの論理的フレームワーク

3．コンサルティングサービスおよび重要なポジションの条件

4.テーブルには総合テーブルを含む及び詳細な予算

5.写真イラスト

6.マップ

7.その他の関連文書

� プロジェクトのオーナーは援助オーナーということ





